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●主題名	 いじめのないクラスづくり

●教材名　	 いじめの種　ぼくめつ作戦　～見つめ直そう 自分のクラス～

●人権学習の視点　	 個別的な視点　「子どもの人権問題」

●主題・教材について

いじめはどの学級にも起こり得ることである。いじめになり得る、ふざけ、からかい、悪口など、
相手の気持ちを考えない行為に潜む「いじめの種」について考え、自分たちの学級の問題を自分た
ちで解決していこうとする学級づくりを進めたい。
話し合い活動を通して、学級を見つめ直すことや友達の思いを想像すること、受け止めることが
できるようにする。学級の状況を踏まえつつ一人一人が自分の思い（本音）を表現できるように働
きかける。そのうえで、自分たちに何ができるのか具体的な方策を考え、行動しようとする意欲を
育てたい。

●ねらい

友達の思いをしっかり理解し、尊重するとともに、自分の思いを表現し、学級を見つめ直すことで、
いじめを自分たちの問題としてとらえ、だれもが安心して過ごせる学級にするために自分自身が行
動しようとする意欲を育てる。

●関連する教材	 人権学習資料集＜小学校編Ⅱ＞あなたならどうする？どう思う？（3・4年生用）
	 　　　　　　〃　　　　　　　友達（4年生用）
	 人権学習資料集＜小学校編Ⅲ＞たすけにいこう（5年生用）
	 人権学習資料集＜小学校編Ⅳ＞いじめは残酷だ（5・6年生用）
●本時の展開　　	

過
程 指導内容 形

態 主な学習活動 指導上の留意点 教材・教具

導　
　
　
入

○自分の学級の
よさについて考
えさせる。

個別
一斉

○学級の良さについて話し
合う。

○自分たちの学級にはたくさん
の良さがあることを想起させる
とともに、もっと良くしていこ
うとする前向きな雰囲気を作
る。

ワークシート

○本時の学習課
題を知らせる。

一斉 ○本時の学習課題を知る。

展　
　
　
開

○学級を見つめ
直し、自分の思
いを表現させる。

個別
一斉

○自分の学級を見つめ直し、
気になっていることや自分
がされて嫌なことを話し合
う。

○「実は…」「ちょっぴり」等、
書き出しを与えることで、素直
な思いを表現しやすいようにす
る。

ワークシート

○指導者は「自分がされて嫌な
こと」は「いじめ」となること
など、法の定義を理解しておく。

人 権 学 習 展 開 例　 第３～６学年共通

「いじめの種　ぼくめつ作戦」を考えよう
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過
程 指導内容 形

態 主な学習活動 指導上の留意点 教材・教具

展　
　
　
開

○「いじめの種	
ぼくめつ作戦」
を考えさせる。

グループ
一斉

○いじめのない学級にする
ために、いじめが起きても
みんなで解決できるクラス
にするためにできることを
具体的に考え、話し合う。

○相手の気持ちを考えないこと
など、自分自身の中や、クラス
の中にある「いじめの種」につ
いて考えさせる。

○話し合い活動を通して、学級
を見つめ直すことや友達の思い
を想像すること、受け止めるこ
とができるようにする。

○話し合ったことを「いじ
めの種	ぼくめつ作戦」とし
てまとめる。

○具体的な方策を考えさせ、行
動しようとする意欲につなげ
る。

ま
と
め

○振り返りを書
かせる。

個別 ○友達の思いや、これから
の学級のことを考えて、感
じたことを書く。

ワークシート

○本時のまとめ
をする。

一斉 ○教師の話を聞く。 ○自分たちの学級をより良くし
ていこうとする前向きな気持ち
を持てるようにする。

●評価	

友達の思いをしっかり理解し、尊重するとともに、自分の思いを表現することができたか。学級
を見つめ直すことで、いじめを自分たちの問題としてとらえ、だれもが安心して過ごせる学級にす
るために自分自身が行動しようとする意欲を育てることができたか。

いじめのないクラスにするために、いじめが起きても
みんなで解決できるクラスにするためにできることを考えよう

自分のクラスを見つめ直し、自分の思いを伝えよう


